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ホ
プ
y
y
氏
の
新
著
に
接
し
て
吾
人
は
新
に
コ
プ
デ
y
文
献
を
得
た
る
を
喜
ぶ
。
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題
し
て
「
平
和
さ
世
界
経
慣
の
将
来
、
聯
合
図
中
立
閣
の
正
義
島
田
山
ふ
少
数
者
ι血
ハ
ふ
る
公
開
欣
」
吉
一
宮
ふ
這
般
の
戟
争
に
於
げ
る
一
敵
国
人
が
物
ゼ
る
僅
々
三
十
飴
頁
の
一
小
加
子
な
リ
。
吾
人
若
し
本
珊
子
の
著
者
が
彼
の
プ
γ
シ
タ
ノ
門
下
の
諮
オ
士
り
濁
趨
フ
ラ
イ
プ
ル
グ
大
問
中
教
授
大
リ
濁
沼
有
数
の
経
済
皐
者
六
る
V
ユ
ル
チ
エ
・
グ
l
べ
W
ニ
y
y
博
士
、
六
る
た
後
見
す
る
・
さ
な
か
り
ぜ
は
晋
人
口
還
に
此
小
知
子
島
ぱ
戟
攻
敢
闘
人
の
愁
訴
ξ
し
て
之
げ
し
い
一
瞥
た
も
典
へ
ざ
り
し
0
・
も
知
れ
ず
。
一
‘
h
・、
博
士
は
曾
て
ト
マ
ラ
カ
l
ラ
イ
U
N
に
委
し
イ
シ
マ
ヌ
エ
タ
・
カ
シ
ト
た
掲
ぐ
る
一
個
の
理
想
主
義
者
な
り
。
博
士
の
論
者
岳
、
通
じ
℃
吾
入
の
心
胸
た
打
つ
も
の
は
貨
に
博
士
が
高
速
な
ら
イ
デ
ア
リ
ス
ム
ス
之
な
り
。
其
の
マ
hw
グ
ス
ら
排
し
カ
シ
ト
た
奉
る
た
忠
へ
、
主
(
の
へ
Y
ケ
ル
チ
尿
げ
ゾ
シ
ヅ
ワ
ヂ
キ
ン
グ
J
F
V
ト
た
駁
す
る
た
見
よ
Q
l
l「
カ
シ
ト
た
し
て
掬
盆
驚
嘆
の
念
に
満
大
し
め
れ
る
こ
内
/
の
物
は
ん
γ
1
ニ
グ
ス
ベ
タ
じ
の
‘
物
静
か
な
る
歩
道
の
み
な
ら
ず
チ
ヤ
l
p
シ
グ
グ
ロ
ス
の
喧
騒
の
-
也
氏
も
ワ
テ
W
ス
ト
リ
ー
ト
の
大
震
D
上
に
も
燦
然
ざ
し
て
輝
げ
リ
」
〈
同
門
的
昨
日
闘
争
・
山
E
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V
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-
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mor-
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)
l
l曾
て
晶
一
一
白
鳥
以
て
「
英
国
哲
串
界
に
は
ハ
1
パ
ー
ト
・
ス
パ
シ
サ
ー
は
死
ぜ
り
」
の
論
断
に
達
し
れ
る
著
者
は
這
個
の
一
、
小
著
に
於
て
未
だ
何
た
か
訴
へ
ん
て
す
る
ぞ
。
「
新
濁
逸
は
英
、
過
去
よ
り
断
然
分
離
せ
ん
ざ
す
る
も
の
な
り
。
打
破
さ
れ
た
る
濁
逸
軍
閥
主
義
の
責
任
を
桓
む
は
愚
か
終
に
全
世
界
を
し
て
吾
人
を
嫌
悪
せ
し
め
た
る
ず
I
イ
Y
鐙
々
の
倣
慢
漢
を
是
認
せ
む
さ
は
思
ひ
も
寄
ら
宇
」
「
民
主
的
溺
逸
の
特
に
罪
を
問
は
ん
ご
す
る
は
彼
の
汎
濁
遜
的
な
る
『
智
カ
ア
Y
者
』
の
知
識
階
級
に
し
て
偏
狭
な
る
権
力
の
幻
想
に
囚
は
れ
g
R
P
]
E
F色
。
句
O
]
与
を
唱
道
し
た
る
者
之
な
り
」
然
れ
ど
も
か
〉
る
濁
新
』
偶
者
紹
介
一
九
五
商
吋
拘
束
さ
経
辞
一
九
六
逸
の
悪
分
子
の
み
が
戦
争
の
唯
一
の
責
任
を
負
ふ
可
き
も
の
に
あ
ら
や
『
ナ
1
ぺ
Y
の
信
仰
』
は
濁
泡
に
限
ら
れ
.
さ
り
し
な
り
。
他
園
に
比
し
.
て
之
を
思
想
的
に
細
川
織
的
に
懐
抱
じ
た
り
ご
す
る
も
賀
際
の
腕
力
後
揮
に
て
は
聯
合
図
遂
に
勝
り
き
」
著
者
は
蕊
に
一
九
一
一
年
の
各
園
陸
海
軍
費
を
翠
げ
て
之
ケ
貫
詮
せ
り
つ
「
加
之
、
偽
露
植
民
地
及
英
図
植
民
地
の
大
部
に
は
母
国
の
差
別
関
税
存
在
せ
り
、
然
る
に
濁
逸
は
外
図
貨
も
白
凶
貨
同
一
の
保
件
じ
で
其
植
民
地
に
総
入
せ
し
め
た
り
」
「
若
し
夫
れ
戦
争
勃
後
仁
閲
し
て
は
一
九
一
四
年
入
月
一
日
の
デ
1
7
1
ニ
ュ
ー
ス
は
一
去
へ
り
『
世
界
の
運
命
は
露
図
の
意
志
に
懸
れ
b
さ
れ
て
露
図
は
我
英
閣
に
か
〉
る
』
さ
」
「
只
不
偏
不
黛
の
法
廷
に
於
て
原
告
さ
裁
判
官
の
人
格
な
峻
別
，
あ
ら
ゆ
る
行
匁
を
閑
明
し
て
の
み
以
て
責
任
問
題
を
論
争
る
ケ
得
ん
か
」
「
さ
れ
ぎ
蕊
に
疑
を
容
れ
ざ
る
一
事
ゐ
り
何
ぞ
や
、
労
働
者
市
民
農
民
た
る
濁
逸
人
は
此
戦
争
を
善
意
防
禦
戦
ざ
し
て
行
ひ
し
こ
さ
之
な
り
」
「
濁
逸
人
民
は
戦
争
中
将
軍
の
執
政
下
に
あ
り
彼
等
賂
軍
は
:
:
:
ユ
シ
ケ
y
、
汎
同
御
?
逸
主
義
者
重
ヱ
業
者
の
蛍
…
仮
に
依
b
;
:
:
人
民
の
限
を
蔽
へ
b
」
古
諺
あ
り
上
罪
を
犯
し
て
下
轍
も
苦
し
ひ
ざ
。
濁
笠
・
幾
多
の
同
銀
行
は
上
官
の
命
に
よ
h
兵
士
の
反
抗
を
排
し
て
行
は
れ
た
る
も
の
な
り
。
而
て
業
報
酬
さ
し
て
濁
逸
は
今
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
ふ
こ
れ
「
只
に
議
和
俊
約
の
燦
々
に
照
し
で
の
み
な
ら
宇
ヨ
y
高
き
正
義
の
法
則
に
従
て
然
り
」
さ
れ
古
事
亦
反
面
を
有
す
。
偽
白
一
小
部
分
の
苦
痛
は
封
鎖
の
結
局
に
醸
さ
れ
た
る
濁
逸
大
都
市
工
業
地
方
の
苦
悩
に
比
し
て
は
買
に
奉
る
に
足
ら
，
さ
る
な
b
「
仰
蘭
西
度
強
の
都
市
l
l悲
惨
の
元
最
な
る
哉
。
さ
れ
J
E
婦
人
小
児
人
間
の
廃
惜
別
は
濁
逸
じ
於
τ更
に
多
λ
、
人
道
の
・
友
の
限
を
肢
か
す
も
の
あ
り
L
「
一
九
一
三
年
乃
至
一
九
~1 
一
七
年
に
濁
逃
に
於
け
る
小
児
死
己
率
は
一
歳
よ
り
五
歳
に
至
る
小
児
に
於
て
四
九
，
m五
歳
乃
至
十
歳
の
小
児
五
五
M
仰
を
増
加
せ
り
。
一
九
一
九
年
嘗
初
に
至
る
ま
で
既
に
封
鎖
は
猪
逸
人
民
よ
り
七
十
六
高
三
千
の
人
命
を
奪
へ
り
。
此
事
震
に
謝
す
る
者
誰
か
五
日
人
に
求
め
ら
る
)
講
和
ケ
ば
敢
て
『
刑
罰
』
ざ
し
て
是
認
せ
な
三
は
欲
す
色
ぞ
」
畑
御
逸
は
不
時
の
革
命
の
持
に
武
装
を
解
け
hr・
-
:
・
上
の
拒
み
た
る
且
由
は
下
よ
b
強
ひ
ら
れ
た
る
な
り
」
而
て
我
散
の
指
導
的
政
治
家
は
反
覆
し
て
普
魯
西
軍
閥
主
義
さ
ホ
I
へ
Y
ヅ
す
l
v
y
y
が
彼
等
の
敵
な
る
こ
さ
を
啓
明
し
民
主
的
濁
惑
に
濁
し
て
は
正
蛍
に
し
て
和
睦
的
講
和
口
約
せ
ら
れ
た
り
「
濁
逸
人
民
は
此
保
障
に
信
滋
せ
り
き
。
濁
逸
人
民
怯
武
器
を
牧
め
た
b
か
く
て
幾
十
高
の
敵
の
人
命
は
救
は
れ
た
り
」
「
濁
逸
は
急
速
の
平
和
を
希
望
せ
り
、
さ
れ
ざ
休
戦
締
結
後
更
に
宇
ヶ
年
濁
泡
は
待
た
ぎ
る
可
か
ら
、
ざ
り
き
。
飢
へ
ぎ
る
可
か
ら
ざ
b
き
。
小
児
幾
千
は
餓
死
せ
玄
る
可
か
ら
ぎ
り
き
」
著
者
は
次
に
聯
令
園
側
の
資
料
に
白
て
制
御
逸
の
困
窮
波
態
守
描
〈
」
日
く
「
封
鎖
の
結
果
ざ
し
で
毎
日
猫
逸
に
て
約
八
百
人
死
む
せ
り
」
日
く
「
多
く
の
中
心
地
に
於
て
幼
児
の
死
己
卒
は
約
二
倍
せ
り
」
:
:
:
「
講
和
係
約
規
定
の
牝
牛
引
渡
は
か
〉
る
事
情
の
下
じ
於
て
は
一
の
大
規
模
な
る
子
供
殺
し
を
意
味
す
」
「
身
に
寸
銭
ぞ
帯
び
ぎ
る
人
民
に
謝
す
る
何
た
る
犯
罪
ぞ
や
」
著
者
は
進
ん
で
講
和
俊
約
の
経
済
的
俊
欽
ご
財
政
俊
放
さ
の
矛
盾
を
指
摘
す
。
畑
凋
逸
図
民
は
船
舶
UH
』
淡
牧
・
せ
ら
れ
在
外
私
有
財
産
含
浸
吹
せ
ら
れ
植
民
地
を
奪
取
せ
ら
れ
一
見
に
又
石
炭
を
失
ふ
、
何
ぞ
財
政
俊
款
に
よ
り
賠
償
の
可
能
b
ら
ん
や
。
「
敵
闘
に
し
て
賠
償
を
待
ん
さ
欲
せ
ば
濁
逸
図
民
の
生
産
カ
を
増
大
せ
し
む
る
の
一
路
あ
る
の
み
。
さ
れ
ざ
之
れ
官
官
僚
約
の
得
る
所
た
b
」
「
猫
泡
に
し
て
混
乱
に
陥
ら
ん
か
混
乱
は
濁
滋
閣
議
に
止
新
著
初
介
三
九
七
商
業
さ
経
済
三
九
八
る
可
き
に
あ
ら
や
若
し
夫
れ
濁
泡
の
混
乱
す
る
を
防
が
ん
さ
せ
ば
俊
約
の
経
済
的
規
定
は
改
訂
な
必
要
ご
す
る
な
り
」
著
者
は
韓
じ
て
境
界
保
放
に
及
び
其
の
高
古
不
易
の
民
族
自
決
権
さ
撞
着
す
る
所
あ
る
を
指
摘
し
断
案
を
下
し
て
臼
く
「
経
済
的
鏡
界
的
俊
放
に
於
て
此
講
和
俊
約
は
武
力
ご
軍
国
主
義
生
粋
の
子
な
b
」
さ
。
「
一
肱
曾
的
自
由
の
搭
監
た
る
濁
逸
は
と
ン
ヅ
只
タ
ン
勝
た
ヅ
l
y
-
-
フ
シ
ド
の
如
き
外
入
植
民
地
な
る
か
:
・
・
:
吾
人
す
べ
て
マ
Y
ク
ス
の
意
に
於
り
る
プ
ロ
レ
タ
y
ア
1
た
ら
ば
:
:
:
汗
は
凡
て
の
一
被
座
制
者
、
凡
て
の
債
奴
ご
朝
一
良
民
終
た
露
西
亜
人
モ
ρ
メ
y
ド
世
界
亜
細
亜
阿
弗
利
加
幾
億
人
の
先
頭
戦
士
た
ら
ん
、
革
命
は
唯
一
の
道
な
b
、
人
類
の
前
途
や
如
何
」
1
夫
れ
プ
グ
ト
ン
人
は
富
め
る
隣
人
は
貧
し
き
隣
人
よ
b
宜
し
ご
一
式
へ
る
デ
ク
ヰ
y
ド
・
ヒ
ュ
i
ム
の
言
を
忘
れ
た
る
や
」
濁
逸
ク
エ
ー
カ
ー
教
徒
を
組
先
ぜ
す
る
米
図
人
は
「
父
組
の
信
仰
を
ク
ヰ
ザ
シ
ヅ
の
金
冠
の
佐
川
に
寅
ら
ん
ご
す
る
か
」
而
て
仰
蘭
西
は
如
何
。
「
偽
関
西
は
濁
逸
ご
共
に
征
服
さ
れ
た
り
!
何
ぞ
や
、
其
世
界
的
地
位
は
今
や
濁
り
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
y
y
の
好
意
に
か
〉
れ
b
h偽
蘭
西
の
再
建
は
濁
逸
隣
人
の
好
意
ぜ
技
術
的
技
能
ご
組
織
カ
デ
伊
』
倹
て
初
て
可
能
な
り
」
著
者
は
滋
に
於
て
倹
約
の
改
訂
を
訴
ふ
る
も
の
な
り
。
臼
く
「
西
欧
に
徐
命
を
存
せ
る
資
本
主
義
さ
帝
国
主
義
ご
が
飢
餓
の
答
を
以
て
青
年
濁
逸
一
肱
舎
主
義
闘
に
強
ひ
た
る
此
卒
和
は
到
底
維
持
す
る
を
得
予
」
さ
。
以
上
は
博
士
が
本
書
に
述
る
所
の
大
要
に
過
ぎ
子
。
到
底
其
意
を
窺
ふ
に
足
ら
宇
さ
雄
一
個
の
理
想
家
た
る
博
士
の
面
白
は
躍
如
ざ
し
て
怨
中
に
溢
る
。
此
の
怨
に
於
け
る
博
士
は
宛
然
世
界
改
造
の
闘
士
た
り
、
世
界
の
巧
g
号勺
g
Z
仁
立
も
て
大
産
陀
呼
す
る
人
道
の
戦
士
た
る
な
b
。
戦
敗
一
一
献
閥
人
の
愁
訴
さ
し
て
拒
み
去
る
べ
ぐ
徐
h
J
に
悲
痛
に
徐
h
J
じ
深
刻
な
る
は
博
士
の
守
一
口
設
な
h
J
O
さ
は
れ
現
代
の
政
治
は
遂
に
多
数
政
治
た
る
を
、、
免
れ
字
。
畢
覧
大
勢
を
決
す
る
に
足
ら
ぎ
る
ぺ
き
小
数
者
に
訴
へ
ん
さ
す
る
所
に
戦
敗
因
人
の
悲
哀
は
あ
b
o
五
日
人
は
挙
者
ジ
博
士
を
懐
う
て
政
治
家
γ
博
士
の
心
情
を
悼
h
u
の
情
に
堪
え
ぎ
る
な
り
o
迫
記本
茄
子
は
著
者
よ
リ
本
校
武
藤
教
授
へ
賠
呈
し
来
れ
る
も
の
な
り
。
謹
で
原
著
者
及
ぴ
武
藤
教
授
へ
謝
意
た
表
す
。
(
伊
藤
〉
李
俊
嘩
著
藍
青
官
話
譲
本
(
金
三
冊
)
長
タ目
桂
蔵
李
君
俊
露
来
っ
て
我
校
に
数
綾
を
執
る
こ
さ
蕊
に
十
徐
年
、
嚢
に
華
語
入
門
一
本
-eT
編
し
支
那
語
俊
一
昔
法
、
語
法
組
織
、
句
法
演
習
等
の
諸
項
に
分
類
し
初
亭
入
門
の
関
鍵
た
ら
し
め
新
亭
の
修
得
に
使
盆
す
る
所
甚
だ
大
な
b
o
然
る
に
今
次
又
藍
青
官
話
漬
本
金
三
冊
を
上
梓
す
。
そ
の
第
一
容
は
支
那
語
後
一
昔
、
車
語
籍
、
語
法
組
織
の
各
目
に
分
ち
第
二
容
に
山
斬
新
な
る
語
法
国
説
、
字
意
論
及
び
談
論
等
を
按
排
し
第
三
容
に
於
て
は
蛍
代
名
人
の
著
作
じ
係
る
思
索
、
談
論
、
小
説
、
口
語
詩
等
な
選
録
せ
h
J
O
而
し
て
吾
人
が
特
に
本
書
に
就
き
推
賞
し
た
き
は
大
概
左
の
各
項
な
り
。
一
、
本
書
用
ふ
る
所
の
言
語
は
北
京
官
諸
国
有
の
彩
色
さ
範
固
さ
よ
b
蝉
脱
し
た
る
極
め
て
的
確
且
っ
か
女
嘗
の
標
準
園
語
に
し
て
本
書
に
冠
す
る
藍
青
(
青
出
於
藍
青
勝
於
墜
)
の
二
字
を
以
て
標
語
さ
せ
る
に
徴
す
る
も
本
書
が
如
何
に
洗
練
3
れ
た
る
内
容
を
具
備
せ
る
か
を
窺
知
す
る
に
足
ら
ん
。
新
著
紹
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九
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